
２０１３／１１
１２年経過したハウスに活性炭のパウダータイプとトリコエースＢを投入した事例
普通なら改植するのですが、栽培期間がもったいないというので、ダメもと（延命工作）
で投入したところ、曲がりが少なくなったことと、収量が向上したという評価でした。掘り返
しができないのでパウダータイプを上から散布することになりました。
こういう手法はリンドウやユリなどの多年生の作物に応用可能と思われます。

２０１５／０５撮影、太いアスパラになっています。

Ａ２０１６０４ ＴＯＲＩＫＯ

ＡとＢは互いに拮抗しますので、投入時期はＡを先にし、夏場など
のなり疲れ対策に後からＢを投入するのがベストです。

トリコエース単体の投入では効果が低いことがあります。トウモロコシの
活性炭には鉄分が国内産より多く含まれているため、微生物の生育に役
立つとみられるからです。その意味でも活性炭との併用をご推奨します。

昨年の気象は異常でした、高温に水不足で露地栽培は大きな打撃を受けてしまいました。

昨年の成果はトリコデルマ菌の二種
類を使って生育に効果があったことが
判明したことです。

また雪解けが遅く、春の作業が集中す
ることになり、秋の収穫後に活性炭と
トリコデルマ菌を入れて事前に菌を増
やしておくのが良いようです。

事前に活性炭とトリコのＡタイプを投
入する。（パウダーなので均一に混ぜ
るのには工夫が必要です）

生育中盤でＢタイプを追加投入する。

８月３０日右の還元消毒区の中央部にまとまった本数
のホモプシス病の発生が確認された。

８月３０日、上の1本は根元で切除、反対側に何本か
の発生が確認された。

部分的な発生なので、微生物が均等に散布されなかったか、絶対的な量が不足したと
考えられます。（左のVirens投入区は発生が少ない）

トリコのＢタイプは根
の発根促進効果があるた
め、収穫で疲れ気味の活
性化になる。
効果が確認された野菜

はきゅうり、とまと、ナ
スなど果菜類です。

量を増やすか
均一性重視か



均一に混ぜるのが大変な場合に、活
性炭と微生物資材を混合する機械

根が弱った状態でトリコエースＢを追加投入した事例

２リットルの容器に２００～２５０ｇのトリコエースＢを入れて混ぜ
るのが分離しやすいです。大麦の色が緑色から茶褐色に変化
するころが分離完了の目安です。２～３回に分けて繰り返して
ください。

給水タンクの水と混ぜますが、
ジョウロで根元にかけるやり方
もあります。

３回程度繰り返すと大麦が
はっきり確認できます

灌水チューブの目詰まり防止
にろ過します

その後、給水タンクに入れ、全体に行きわたるようかくはんして
から灌水パイプに流します。
天候や土壌の状態によって一度ではなく二回に分けて投入し
ても構いません。

分離するためによくかくはんし
ます。

トリコエースＡのパウダータイプは均一に混
ぜるのが大変です。

●マルチングする前であれば上のように散
布する方法もあります。

ＢとＶｉｅｎｓは水で溶いて大麦を分離して散
布します。

トリコエースＡＢ
５００ｇ 詰め５，０００円（税別）

トリコエースＢとＶｉｒｎｓｅは給水タンクの水と混ぜますが、ジョ
ウロで根元にかけるやり方もあります。

稲の場合はＢタイプを使う事でバカ苗病や立ち枯れ病対策になります。（稲は発芽させる工程で使い
ます。）

トリコエースＡ トリコエースＢ ペニシリウム菌
(VirensもＢと同じ）

トリコエースＡとペニシリウム菌は定植前に投入！

左が７月３０日で、下が８月１９日のものです



①発芽まで待つ

②栽培中にＢタイプを水に溶かして畑に撒き、
作物の発根促進を助長し、なり疲れを解消する
という手法は果菜類栽培で多くの農家が採用さ
れています。

寒くなると胞子に戻る

２０１５年は土壌消毒をした関係で時間をおい
て微生物を投入したのでまばらな状態で発芽し
ています、投入から一週間後の状態

発芽まで１０日前後かかります。外気
温にもよりますが、地中温度が２３から
２５度くらいが活発になる。

トリコエースＡ

トリコエースＢ

トリコエースＡ 一週間後の状態

発根促進を目的にした関係で評価するとＢの方が葉の勢いが良いという結果になりましたが、作業効率を考えるとトリコ
エースＢが使いやすいこともあり、来年度は全面的にＢに移行予定です。なお活性炭が入っていない棟との比較もできまし
たが、日照と気温が下がっている９月入ってからの落ち込みは２０～３０％で、入れない棟の５０％より収量も良いとの評
価です。２０１６年からは全棟に活性炭とトリコエースＢを投入、なり疲れが発生する前の７月上旬に追加投入します。

定植前にトリコエースＢを灌水チューブで投入しました。こちらの方
が作業工数が少なくて済むメリットもあります。
左は２０１５年の定植前の作業と発芽状態の写真です。土壌消毒の関
係で工数がかかりました。今回から大幅な作業削減ができました。

計算根拠 推奨使用量１ベット当り 単位

１ベット面積は約３０坪 ３％計算 活性炭 ３０リットル 211.5 1.12袋

１００坪に５００ｇで算出 トリコエース 5００ｇ 61.4 163.3 ｇ

栽培ベッドサイズ ①延長 ②幅 ③深さ ④ベンチ本数 散布坪数

4490 24 10 188 6,139



三要素

カルシウム
マグネシウム

鉄、マンガン、ホウ素、亜鉛、モリブ
デン、銅、塩素、ニッケル

イオウ

微量要素

堆肥などに含まれ、少量で足りる。しか
し補充しないと植物の生育に重要な役
割を果たすことが出来なくなる微量要素
は人間にとっても重要な物質です。

窒素 Ｎ
リン酸 Ｐ
カリ Ｋ

排泄物 で悪玉菌が死滅

トリコデルマ菌は土壌の救世主

多量要素

五要素

トリコデルマ菌

微生物の分泌物が土壌団粒を作る

キチナーゼ

セルラーゼ
微生物には住処と温度と水分、酸素が必用。その役割を果
たすのがこの活性炭です。まさに快適マンションライフですね。
微生物も環境が悪化したり、他の病原菌の
勢力が強い場合は活性炭というシェルター
に身を隠して増殖しやすい環境になるまで
待つことになります。活性炭がなければせ
っかくの正義の味方も生きては行けない。

Ｐ

戦況が良くなる
まで一時退避

Ｋ

Ｎ

Ｎ

1反 １町 １ａ（アール） 1ha（ヘクタール）

㎡ 1,000 10,000 100 10,000

坪 303 3,030 30.3 3,030

トリコエースの使い方

トリコエースは活性炭に混入して土壌にすき込むのが
ベストです。（また夏場の二作目は多めにすることで効
果が期待できます。）
●一本の苗で長期間栽培する作物によっては、栽培途中でト
リコエースＢを灌水チューブで投入することで新しい根の発根
促進になります。果菜類での効果検証が多くあります。

お問合せ窓口 株式会社 アークネット
岩手県盛岡市中央通１丁目６－３０

TEL ０１９－６５１－０４１１ FAX 019-651-0439
URL http://www.arknetjapan.co.jp

育苗用にパウダータイプ発売しました

製品のお求めはお近くのＪＡ様、又は取り扱い会社をご利
用いただけます。
インターネットからの御注文も受け付けております。

オンラインショップサイト アーク農園
https://www.arknouen.jp

育苗用

パウダー製品 １０キロ無調整

（ｐＨ ９．５） ５，０００円 税抜き運賃別

左が他社培土
右がパウダータイプ使用

やはり水持ちが良いため、育苗管理が楽になります。

標準製品（ｐＨ 7.0）

３,０００円 税抜き運賃別


